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テ
レ
ビ

資
料
見
聞

  

今
で
は
空
気
の
一
部
と
言
っ
て
も
良
い
ほ

ど
日
常
化
し
て
い
る
テ
レ
ビ
で
す
が
、
日

本
で
放
送
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
28
年

（
１
９
５
３
）
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今
か
ら

約
60
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
県
内
で
は
昭
和

33
年
12
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
で
は
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高

知
放
送
が
昭
和
34
年
４
月
に
開
局
し
て
い
ま

す
。

  

昭
和
34
年
９
月
発
行
の
『
高
知
年
鑑　

１
９
６
０
』
に
は
、「
テ
レ
ビ
ブ
ー
ム
の
影

響
で
本
県
の
テ
レ
ビ
台
数
も
八
月
現
在
で
約

九
千
台
を
突
破
」「
そ
の
裏
面
で
は
映
画
館

の
打
撃
」。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
テ
レ
ビ
の
恩
恵
に

浴
し
え
な
い
人
々
の
た
め
に
、
高
知
市
中
央

公
園
に
テ
レ
ビ
を
据
え
付
け
、
広
く
一
般
に

テレビ（ＮＥＣインスタントビジョン）　　　　個人蔵
ＮＥＣ（日本電気／新日本電気）の白黒テレビ。それ以
前のテレビは、スイッチを入れて画面が出るまで30秒ほ
どかかったが、瞬時に画と音が出ることからインスタント
ビジョンと名付けられた。
16-J1が昭和39年（1964）なので、16-F1の本機は昭和
38年頃か？

公
開
す
る
と
と
も
に
、
高
知
新
聞
社
で
は
辺

地
の
小
、
中
学
校
に
テ
レ
ビ
を
寄
贈
し
て
、

テ
レ
ビ
文
化
の
向
上
に
努
力
し
て
い
る
」
と

あ
り
ま
す
。
昭
和
36
年
10
月
の
『
高
知
年
鑑

１
９
６
２
』
で
は
、
テ
レ
ビ
受
信
契
約
台
数

は
約
３
万
２
千
台
、
普
及
率
15.3
％
と
ぐ
ん
ぐ

ん
延
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ

し
県
全
域
に
一
気
に
放
送
が
始
ま
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
昭
和
36
年
に
中
村
、
37
年
須

崎
、
38
年
佐
川
、
39
年
に
安
芸
と
順
次
放
送

エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
39

年
10
月
か
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
が
カ

ラ
ー
放
送
を
開
始
し
て
い
ま
す
（『
高
知
年

鑑
１
９
６
６
』）。

  

昭
和
39
年
の
『
高
知
年
鑑
，65
』
は
、
民
放

の
人
気
番
組
と
し
て
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」「
鉄

人
28
号
」「
エ
イ
ト
マ
ン
」「
狼
少
年
ケ
ン
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
民
放
１
局
の
高
知
で

ど
れ
く
ら
い
放
送
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？
民
放
と
し
て
二
番
目
に
開
局
し
た
Ｋ
Ｕ

Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
高
知
の
放
送
開
始
は
昭
和
45
年

（
１
９
７
０
）、
三
番
目
の
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ

は
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
の
こ
と
で
し
た
。

　

白
黒
テ
レ
ビ
は
、
電
気
洗
濯
機
や
電
気
冷

蔵
庫
と
並
ん
で
「
三
種
の
神
器
」
と
称
さ
れ
、

急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。
最
初
は
海
外
ド
ラ

マ
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
、

歌
番
組
、
テ
レ
ビ
ま
ん
が
な
ど
も
人
気
を
博

し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ま
ん
が
の
人
気
は
ま
ん

が
週
刊
誌
の
隆
盛
を
支
え
ま
し
た
。
日
本
の

ア
ニ
メ
は
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
出
発
点
の
一
つ
は
テ
レ
ビ
ま
ん

が
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
現
代
に

続
く
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

の
ヒ
ー
ロ
ー
番
組
も
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
41
年

（
１
９
６
６
）、
46
年
に
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
歌
手
や
芸

能
人
は
、
ア
イ
ド
ル
と
呼
ば
れ
、
若
者
を
中

心
に
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
独
自
の
カ
ル

チ
ャ
ー
を
育
ん
だ
の
も
テ
レ
ビ
で
し
た
。
民

放
の
テ
レ
ビ
番
組
の
合
間
に
繰
り
返
し
流
れ

る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
映
像
は
、
国
民
の
消
費
行

動
に
強
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

の
モ
ニ
タ
ー
で
配
信
さ
れ
る
映
像
を
見
る
こ

と
の
で
き
る
現
代
で
は
、
テ
レ
ビ
の
特
権
的

な
地
位
も
弱
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
こ
い
ら
で
、
テ
レ
ビ
と
そ
の
番
組
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
の
も
良
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
野
）
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企
画
展 

「
昭
和
か
ら
平
成
へ 

～
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
～
」

会
期
：
令
和
元
年
７
月
19
日(

金)

～
９
月
16
日（
月
・
祝
）

梅
野
光
興

　

２
０
１
９
年
５
月
１
日
か
ら
新
元
号
・
令

和
が
始
ま
り
ま
し
た
。
元
号
が
新
し
く
な
っ

て
も
何
も
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
も
の
で
「
平
成
」

が
少
し
ず
つ
昔
に
な
り
、
昭
和
に
い
た
っ
て

は
ど
ん
ど
ん
遠
の
い
て
い
く
よ
う
で
す
。

■
現
代
を
ど
う
残
し
て
い
く
の
か
？

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
使
命
は
、
高
知
県
の

歴
史
や
民
俗
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

民
俗
部
門
で
も
開
館
以
来
、
失
わ
れ
行
く
習

俗
や
民
具
の
紹
介
に
務
め
て
き
ま
し
た
が
、

高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
資
料
は
参
考
の
た

め
に
展
示
す
る
く
ら
い
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
戦
後
か

ら
70
年
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
昭
和
も「
歴
史
」

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
の
く
ら
し
も
高

知
県
の
歴
史
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
高
度
経
済
成
長
以
降
の
大
量
生
産
・

大
量
消
費
の
暮
ら
し
の
道
具
に
地
域
的
な
特

色
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が

県
民
の
実
態
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
資
料
は
将

来
に
残
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
の
モ
ノ

た
ち
は
私
た
ち
自
身
の
歴
史
の
一
部
で
も
あ

る
の
で
す
か
ら
。た
だ
し
、新
し
い
物
を
買
っ

た
ら
古
い
物
を
捨
て
て
し
ま
う
現
代
社
会
で

は
、
古
い
民
具
よ
り
昭
和
の
白
黒
テ
レ
ビ
や

洗
濯
機
を
探
す
方
が
困
難
だ
っ
た
り
す
る
の

で
す
が
…
。　

■
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
生
活
文
化
の
変
容

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
主
に
高
度
経
済
成

長
期
以
降
の
生
活
の
変
化
を
取
り
上
げ
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
の
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
か
ら

オ
イ
ル
（
石
油
）
シ
ョ
ッ
ク
の
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
頃
ま
で
を
指
す
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
石
炭
か
ら
石
油

へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役
が
交
代
し
、
合
成
繊

維
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
電
化
製
品
な
ど
の
新

素
材
・
新
技
術
に
よ
る
製
品
が
増
加
し
ま
し

た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
登
場
で
商
品

の
流
通
形
態
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

展
示
室
に
は
「
三
種
の
神
器
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
、
白
黒

テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、
電
気
扇
風
機
、
電
気
掃

除
機
、
電
気
ポ
ッ
ト
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
の

電
化
製
品
、
台
所
や
食
卓
の
風
景
を
変
え
た

ア
ル
ミ
鍋
や
蒸
し
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
水

切
り
ザ
ル
、
ガ
ラ
ス
製
の
小
鉢
や
グ
ラ
ス
な

ど
新
し
い
素
材
の
用
具
を
展
示
し
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
新
し
い
モ
ノ
た
ち
は
日
本
人
の

暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
高
知
県
で
も

多
少
の
時
間
差
や
地
域
差
は
あ
れ
、
変
化
の

波
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
日
常
生
活

は
こ
の
頃
に
到
来
し
た
生
活
様
式
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た
の
は
た
か
だ

か
60
年
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

農
林
漁
業
に
お
い
て
も
動
力
化
や
機
械
化

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
余
っ
た
労
働
力
は
都

会
へ
流
出
し
、
急
成
長
を
遂
げ
る
日
本
の
第

二
次
産
業
を
支
え
ま
し
た
。
地
方
の
過
疎
が

問
題
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。
現
在
、

数
百
年
続
い
た
ム
ラ
（
集
落
）
が
ど
ん
ど
ん

無
住
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
高
度
経

済
成
長
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

豊
か
な
生
活
が
生
ま
れ
た
一
方
で
、
急
激

な
工
業
化
や
都
市
化
は
自
然
破
壊
を
も
た
ら

し
、
公
害
な
ど
の
問
題
を
生
み
ま
し
た
。
そ

の
影
響
の
大
き
さ
か
ら
、
高
度
経
済
成
長
を

日
本
の
歴
史
の
中
で
も
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
だ
と
言
う
歴
史
学
者
も

い
ま
す
。

■
メ
デ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
た
文
化

　

物
語
や
音
楽
、
舞
踊
な
ど
の
娯
楽
は
、
か

つ
て
は
実
際
に
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
自
分

た
ち
で
演
じ
た
り
す
る
の
が
主
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
蓄
音
機
の
普
及
に
よ
り
、
家
庭
で

音
楽
や
浪な

に

花わ

節ぶ
し

な
ど
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
く
習

慣
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
高
知
県
で
は

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
始
ま
っ
た
ラ
ジ

オ
放
送
も
後
の
テ
レ
ビ
と
同
様
、
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
の
情
報
伝
達
と
と
も
に
、
音
楽
や
物
語

な
ど
娯
楽
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
あ
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
で
上
映
す
る
映
画
は
大
正
時
代
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
次
第
に
娯
楽
の
花
形

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大
衆
雑
誌
の
増
大

に
と
も
な
う
大
衆
小
説
の
普
及
も
大
正
期
の

こ
と
で
す
。
生
の
上
演
で
は
な
く
、
複
製
文

化
の
娯
楽
が
近
代
以
降
の
特
色
で
す
。

　

展
示
の
後
半
で
は
、
娯
楽
や
メ
デ
ィ
ア
の

移
り
変
わ
り
を
通
し
て
、
昭
和
後
期
か
ら
平

成
へ
の
変
化
を
振
り
返
り
ま
す
。

  

戦
後
ま
も
な
く
は
、
戦
前
か
ら
続
く
ラ
ジ

オ
や
雑
誌
や
映
画
が
娯
楽
の
中
心
で
し
た
。

ラ
ジ
オ
で
人
気
の
出
た
「
笛
吹
童
子
」
が
映

画
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
典
型
で
し
ょ

う
。

　

紙
芝
居
は
、
飴
を
買
っ
て
く
れ
た
子
ど
も

の
前
で
、
手
描
き
の
絵
を
め
く
り
な
が
ら
物

語
を
展
開
す
る
も
の
で
、
劇
画
や
マ
ン
ガ
週

刊
誌
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
人

間
が
上
演
す
る
と
い
う
興
味
深
い
も
の
で
す
。

マ
ン
ガ
週
刊
誌
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
発
達
す

る
昭
和
40
年
代
（
１
９
６
５
〜
７
４
）
に
街

頭
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
本
展
で
は
そ

の
貴
重
な
実
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
戦
後
文
化

を
象
徴
す
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
昭
和
30

年
代
に
広
ま
っ
た
テ
レ
ビ
で
し
ょ
う
。
テ
レ

ビ
は
、
ニ
ュ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
ラ
マ
や

マ
ン
ガ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
歌
謡

番
組
な
ど
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ひ
ね
る
だ
け
で

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
娯
楽
を
提
供
し
、「
一
億

総
白は

く

痴ち

化
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
な
が
ら
も
、
家
庭

の
中
心
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
す
。



－3－

ステレオ
ラジオ一体型のステレオ。ビクター製。
1960年代に流行したタイプと思われる。

ランドセル
小学校の通学用カバン。
全国的に普及したのは高
度経済成長期以降との
説がある。

女の子の服

電気釜（炊飯器）・ジャー・魔法瓶
それまで御飯はカマドで羽釜を使って炊いていたが、昭和30年に
東芝が自動で炊ける電気釜を発売することで、炊事場の風景は大
きく変わった。ジャーや魔法瓶の普及も高度成長期である。

ガラスの器・グラス
見るからに涼しげなガラスの器は
夏向けの食器として広まった。

金属・プラスチックのザル
食器用のザルはかつては竹やシダ製だったが、金属製やプラスチッ
ク製が出来た。

キューピー人形
アメリカ生まれのキューピーは、
日本ではマヨネーズの会社のマ
スコットとして普及した。

地球儀
球形に世界地図を貼り
付けた立体模型。子供
の学習教材の一つ。

紙芝居
戦後もテレビの無い時代に子どもたちの娯
楽の一つだった。

電気スタンド
机の上などに置いて手元を明るくする照明具。電球式と蛍光灯式があった。
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高
知
県
立
美
術
館
夏
の
定
期
上
映
会
　
怪
奇
と
恐
怖
の
饗う
た
げ宴

「
怪
奇
大
作
戦
」
「
恐
怖
劇
場
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」
特
集

　 

～
円
谷
プ
ロ
が
描
い
た
50
年
前
の
日
本
～

　

企
画
展
「
昭
和
か
ら
平
成
へ
」
に
関
連

し
て
、
高
知
県
立
美
術
館
で
は
昭
和
43
〜

45
年
に
円
谷
プ
ロ
が
製
作
し
た
「
怪
奇
大

作
戦
」
と
「
恐
怖
劇
場
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」

の
上
映
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
円
谷
プ
ロ
は
、

ゴ
ジ
ラ
な
ど
東
宝
の
特
撮
映
画
で
知
ら
れ

た
特
撮
監
督
の
円
谷
英
二
が
創
始
し
た
会

社
で
、
怪
獣
や
巨
大
ヒ
ー
ロ
ー
が
活
躍
す

る「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」「
ウ

ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
を

製
作
。
昭
和
41
年
か
ら
放
送
さ
れ
る
と
、

全
国
に
怪
獣
ブ
ー
ム
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
娯
楽
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｓ

Ｆ
的
発
想
を
活
か
し
た
社
会
風
刺
や
人
間

ド
ラ
マ
が
続
出
し
、
今
な
お
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。「
怪
奇
大
作
戦
」
は
、
そ

の
円
谷
プ
ロ
が
「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
に

続
い
て
、
怪
獣
や
巨
大
ヒ
ー
ロ
ー
を
排
し
、

直
球
勝
負
で
人
間
と
現
代
社
会
に
挑
ん
だ

作
品
で
す
。
人
形
が
人
を
襲
う
「
青
い
血

の
女
」、
開
発
に
揺
れ
る
落
人
伝
説
の
村

「
霧
の
童
話
」、
顧
み
ら
れ
な
い
文
化
へ
の

想
い
あ
ふ
れ
る
「
京
都
買
い
ま
す
」
な
ど
、

テ
レ
ビ
番
組
と
思
え
な
い
密
度
と
完
成
度

で
、
自
然
破
壊
や
動
機
な
き
殺
人
な
ど
現

代
に
も
つ
な
が
る
問
題
が
シ
ビ
ア
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。「
恐
怖
劇
場
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
」
も
、
昭
和
44
〜
45
年
に
製
作
さ
れ
た

作
品
で
、
劇
作
家
・
唐
十
郎
を
主
演
に
迎

え
た
「
仮
面
の
墓
場
」、
あ
る
会
社
員
の

悲
哀
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勲
章
」
な
ど
が

上
映
さ
れ
ま
す
。
過
去
の
映
画
や
ド
ラ
マ

は
、
当
時
の
風
俗
に
加
え
、
そ
の
頃
の
考

え
方
や
思
い
が
つ
ま
っ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
懐
か
し
い
風
景

を
見
て
作
品
を
味
わ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ほ

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
社
会
の
問
題
を
見
つ

め
直
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
「
昭
和
か
ら
平
成
へ
」
展
の
半
券
提
示
に
よ

り
、
こ
の
上
映
会
を
前
売
り
料
金
（
一
般　

当

日
１
２
０
０
円
→
１
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

６
０
０
円
→
５
０
０
円
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
上
映
会
の
入
場
券
（
半
券
可
）
で
、

本
企
画
展
を
団
体
料
金
（
大
人
５
１
０
円
→

４
１
０
円
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

　

高
知
県
立
美
術
館　

　

高
知
市
高
須
３
５
３

−

２

　

☎
０
８
８

−

８
６
６

−

８
０
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８

−

８
６
６

−

８
０
０
８

　

昭
和
40
年
代
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
や
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
、
魔
法
少
女
物
や
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ

な
ど
今
に
つ
な
が
る
子
ど
も
向
け
作
品
が
誕

生
・
定
着
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
マ

ン
ガ
週
刊
誌
に
大
人
向
け
の
内
容
の
物
が
増

え
、
大
人
に
な
っ
て
も
マ
ン
ガ
を
卒
業
し
な

い
若
者
の
登
場
が
驚
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
日
本
の
マ
ン
ガ
の
多
様
化
と
大
発
展
が
始

ま
り
ま
す
。
昭
和
50
年
代
に
は
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
に
若
者
向
け
作
品
が
生
ま
れ
、
ア
ニ
メ

ブ
ー
ム
が
到
来
し
ま
す
。
平
成
期
に
海
外
で

も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

の
誕
生
も
こ
の
時
期
で
し
た
。　
　

  

テ
レ
ビ
は
歌
謡
曲
も
変
え
ま
し
た
。
ア
イ

ド
ル
の
出
現
で
す
。
ル
ッ
ク
ス
や
派
手
な
ダ

ン
ス
に
若
者
が
熱
狂
し
ま
し
た
。
ア
イ
ド
ル

は
ま
さ
に
テ
レ
ビ
の
申
し
子
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
レ
コ
ー
ド
会
社
が
作
り
上
げ
た
歌

手
や
ス
タ
ー
で
は
な
く
、
自
ら
作
詞
作
曲
し

た
歌
を
歌
う
ロ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
、
そ
し
て

ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
流
行
も
昭
和
40
年

代
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
知
県
で
は
店
舗
や
映
画
館
、
テ
レ
ビ
局

の
数
や
種
類
に
お
い
て
東
京
な
ど
の
都
会
に

は
及
ば
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
文
化
は
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
流
入
し
ま
し
た
。

　

企
画
展
で
は
当
時
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
や
マ

ン
ガ
、
ア
ニ
メ
雑
誌
な
ど
を
展
示
し
、
新
し

い
文
化
の
勃
興
を
た
ど
り
ま
す
。

■
昭
和
後
半
か
ら
平
成
へ

　

１
９
７
３
年
の
オ
イ
ル
（
石
油
）
シ
ョ
ッ

ク
で
そ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
後
は
、
１
９
９
０
年
頃
の
バ
ブ
ル
景
気
を

ピ
ー
ク
に
日
本
経
済
は
停
滞
し
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
後
半
の
文
化
を
牽
引
し
た
の
が
テ
レ

ビ
で
あ
れ
ば
、
平
成
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
通

信
機
器
の
時
代
で
し
ょ
う
。
無
限
と
も
言
え

る
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
を
行
き
交
う
こ
と
で
、

家
族
や
同
時
代
の
人
々
が
限
ら
れ
た
同
じ
文

化
を
共
有
し
て
い
た
時
代
は
終
わ
り
、情
報
・

娯
楽
の
個
人
化
が
進
み
ま
し
た
。

　

展
示
の
最
後
に
ワ
ー
プ
ロ
や
ゲ
ー
ム
、
携

帯
電
話
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
今
は
珍
し
く

な
い
こ
れ
ら
の
物
も
数
十
年
後
に
は
歴
史
を

物
語
る
資
料
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

他
に
も
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
算
盤
、「
な
つ

の
こ
ど
も
」
な
ど
の
学
習
用
品
や
、
電
車
や

バ
ス
な
ど
交
通
関
係
資
料
、
そ
し
て
報
道
写

真
や
、
昭
和
の
香
り
を
残
す
高
知
市
旭
地
区

の
写
真
も
展
示
し
ま
す
。
近
い
過
去
を
思
い

出
す
た
め
に
ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

エイトマンのセルロイドお面
©平井和正・桑田二郎・TBS
「エイトマン」は昭和38年、日本初の連続
テレビアニメ「鉄腕アトム」の10ヶ月後に
放送が開始されたSFアニメ。
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旧
陸
軍
歩
兵
第
44
連
隊
と
は
、
明
治
29
年

（
１
８
９
６
）
に
愛
媛
県
松
山
市
に
お
い
て

発
足
し
、
そ
の
後
、
高
知
市
朝
倉
に
兵
営
を

置
い
た
た
め
、
高
知
県
の
郷
土
部
隊
と
さ
れ

た
連
隊
で
す
。
高
知
県
内
で
徴
兵
さ
れ
た
人

の
多
く
が
朝
倉
兵
営
に
入
営
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歩
兵
第
44
連
隊
に
ま
つ
わ
る
史
料
を

３
階
の
コ
ー
ナ
ー
展
で
８
月
１
日
よ
り
展
示

し
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
展
示
資
料
か
ら
、

当
館
初
公
開
と
な
る
、
歩
兵
第
44
連
隊
に
所

属
し
、
日
露
戦
争
（
明
治
37
〜
38
年
）
に
従

軍
し
た
兵
士
・
高
橋
正
樹
さ
ん
に
ま
つ
わ
る

資
料
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

正
樹
さ
ん
は
、
現
在
の
高
知
市
土
佐
山
で

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
に
生
ま
れ
、
20
歳

で
徴
兵
入
隊
し
、
翌
年
か
ら
勃
発
し
た
日
露

戦
争
に
従
軍
し
ま
し
た
。
入
営
後
に
撮
影
し

た
と
み
ら
れ
る
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
写
真
は
高
知
市
本
町
の
写
真
館
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
で
す
。
し
ば
ら
く
、
親
兄
弟
と
会

え
な
い
た
め
、
入
営
日
前
や
、
そ
こ
で
の
生

活
に
慣
れ
て
か
ら
、
写
真
を
撮
影
す
る
若
者

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
遠
方
か
ら
の
入
営

者
に
は
親
や
親
戚
が
付
き
添
っ
て
朝
倉
周
辺

の
飲
食
店
で
盛
大
な
宴
を
催
す
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
軍
隊
生
活
に
は
大

き
な
不
安
が
伴
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
正
樹

さ
ん
も
同
じ
だ
っ
た
よ
う
で
、『
軍
隊
実
務

入
営
者
心
得
』
と
い
う
本
が
資
料
の
中
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ば
軍
隊
生
活

の
攻
略
本
で
あ
り
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
我
が

子
を
心
配
し
た
両
親
が
買
い
与
え
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
入
営
し
た
日
か
ら
、
若
者
た

ち
に
は
「
日
課
」
と
「
服
従
」
を
基
礎
と
し

た
厳
し
い
訓
練
が
課
さ
れ
、
兵
士
へ
と
鍛
え

あ
げ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
正
樹
さ
ん
は
実
際
に
日
露
戦
争
に

従
軍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
歩
兵
第
44
連

隊
が
所
属
す
る
歩
兵
第
11
師
団
は
激
戦
地
の

一
つ
で
あ
る
旅
順
総
攻
撃
に
参
加
し
ま
し
た
。

計
３
回
行
わ
れ
た
総
攻
撃
で
１
万
５
０
０
０

名
あ
ま
り
の
日
本
兵
が
戦
死
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
８
月
21
日
の
第
１
回
総
攻
撃
に

お
い
て
負
傷
し
た
正
樹
さ
ん
は
９
月
に
一
時

帰
国
し
、
香
川
県
善
通
寺
に
置
か
れ
た
陸
軍

コ
ー
ナ
ー
展「
陸
軍
歩
兵
第
44
連
隊
と
そ
の
時
代
」か
ら 

日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
歩
兵
第
44
連
隊
所
属
兵
士 

高
橋
正
樹
さ
ん

石
畑　

匡
基

病
院
で
治
療
に
専
念
し
ま
し
た
。
そ
の
途
次

の
多
度
津
港
か
ら
、父
・
寅
之
助
さ
ん
に
送
っ

た
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
紙
の
中
で
、

自
ら
の
戦
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
次
の

よ
う
な
内
容
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

内
地
の
方
へ
帰
り
よ
り
ま
す
。
幸
い
な
負

　

傷
な
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
帰
国
し

　

た
か
ら
は
元
の
連
隊
（
朝
倉
兵
営
カ
）
へ

　

帰
る
の
で
、
帰
っ
た
ら
面
会
に
お
出
で
く

　

だ
さ
い
。
私
も
秋
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は　

　

朝
倉
へ
帰
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

手
紙
か
ら
は
、
高
知
県
、
と
り
わ
け
故
郷
・

土
佐
山
に
帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
読
み

取
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
正
樹
さ
ん
は
二
度

と
故
郷
の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
完
治
す
る
と
、
再
び
戦
地
へ
と
送
ら

れ
、
翌
年
１
月
２
日
に
は
旅
順
陥
落
を
体
験

し
ま
す
が
、
２
月
24
日
に
現
在
の
中
国
遼
寧

省
で
の
激
戦
に
よ
り
負
傷
し
、
そ
の
傷
が
原

因
で
、
４
月
19
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
す
。
土

佐
山
に
は
昭
和
に
な
っ
て
新
し
く
造
り
直
さ

れ
た
墓
が
い
ま
も
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

正
樹
さ
ん
の
遺
族
の
も
と
に
は
、
上
の
手

紙
の
ほ
か
に
も
、
正
樹
さ
ん
が
書
い
た
手
紙

に
加
え
、
父
の
返
事
な
ど
数
十
通
が
残
さ
れ

て
お
り
、
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
コ
ー
ナ
ー
展
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
遺

品
を
公
開
し
ま
す
。
ま
た
、
７
月
26
日
に
は

プ
レ
企
画
と
し
て
、
手
紙
を
実
際
に
手
に

と
っ
て
整
理
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
歩
兵
第
44
連
隊
所
属
兵
士
の
軍

服
や
写
真
な
ど
、
貴
重
な
資
料
を
公
開
し
、

歩
兵
第
44
連
隊
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
９
月

29
日
に
は
高
知
大
学
教
授
の
小
幡
尚
氏
を
お

招
き
し
て
、
歩
兵
第
44
連
隊
の
歴
史
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
し
く
掘
り
下
げ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

高橋正樹さんのお墓
（高知市土佐山）

高橋家に残された書簡（高橋加代子氏蔵）

高橋正樹さんの写真
（高橋加代子氏蔵）
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武
蔵
野
美
術
大
学
教
授　

神
野
善
治

◆
木
の
民
具
を
民
俗
学
か
ら
考
え
る

　

今
い
き
て
い
る
伝
承
を
も
と
に
歴
史
と
文

化
を
考
え
る
の
が
民
俗
学
の
方
法
で
す
。

　

文
献
を
使
う
場
合
も
、
基
本
は
そ
こ
に
記

さ
れ
た
何
代
に
も
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き

た
技
と
知
恵
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
伝
え
て

い
る
情
報
を
大
事
に
し
ま
す
。
話
を
聞
き
、

で
き
れ
ば
生
活
さ
れ
て
い
る
様
子
、
特
に
技

の
場
合
は
体
験
し
て
、
熟
練
し
た
方
の
技
と

知
恵
を
学
ん
で
記
録
し
、
そ
れ
を
も
と
に
考

え
る
の
が
民
俗
学
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
箸

に
も
棒
に
も
か
か
ら
な
い
よ
う
な
分
野
か
ら

木
の
民
具
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
箸
の
話

　

木
の
民
具
と
い
え
ば
、
例
え
ば
お
箸
で
す
。

普
段
使
い
の
箸
や
菜さ

い

箸ば
し

、
割
り
箸
と
、
箸
に

も
種
類
が
あ
り
ま
す
。
箸
に
は
、
い
ろ
ん
な

し
き
た
り
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
な
め
た
り

人
に
向
け
た
り
す
る
の
は
良
く
な
い
と
か
、

迷
い
箸
と
い
っ
て
、
ど
の
お
か
ず
を
と
る
か

迷
う
の
も
良
く
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
箸
の
個
人
使
用
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
マ
イ
バ
シ
で
す
ね
。
一
方
、
割

り
箸
も
使
い
ま
す
。
今
は
板
を
切
っ
て
作
っ

て
い
る
た
め
斜
め
に
折
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
本
来
は
板
を
割
っ
て
丁
寧
に
作
り
、

目
切
れ
が
し
て
い
な
い
の
で
折
れ
に
く
い
も

の
で
し
た
。
安
物
の
家
具
よ
り
立
派
に
作
っ

て
い
る
よ
う
な
割
り
箸
を
１
回
で
捨
て
る
の

も
日
本
の
文
化
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

箸
を
使
っ
た
ら
折
る
人
が
い
ま
す
が
、
道

具
を
捨
て
る
と
き
の
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
す
。

城
跡
か
ら
中
世
の
茶
臼
が
出
ま
す
が
、
大
抵

割
れ
て
い
ま
す
。
捨
て
る
と
き
に
割
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
道
具
を
処
分
す

る
と
き
の
マ
ナ
ー
み
た
い
な
も
の
も
言
い
伝

え
と
し
て
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
木
の
ど
こ
を
使
い
、
ど
う
作
る
か

　

木
の
利
用
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
木
の
パ
ー

ツ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
果
実
の
多
く
は

食
用
に
さ
れ
、
渋
い
栃
の
実
な
ど
は
晒さ

ら

し
て

栃
餅
に
し
ま
し
た
。
漆う

る
し

の
実
か
ら
は
蝋ろ

う

燭そ
く

の

蝋
が
と
れ
ま
す
。
漆
は
樹
脂
も
利
用
さ
れ
、

塗ぬ
り

物も
の

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
丸
太
は
柱

材
や
刳く

り

物も
の

と
な
る
ほ
か
、
割
板
や
挽ひ

き

板い
た

で
利

用
さ
れ
ま
す
。
繊
維
は
糸
に
な
り
ま
す
ね
。

　

今
度
は
、
木
の
民
具
を
作
る
技
術
に
注
目

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
曲ま

げ

物も
の

・
刳く
り

物も
の

・
指さ
し

物も
の

・

結ゆ
い

物も
の

・
編
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
世
の
絵

巻
物
に
は
頭
に
曲
物
を
載
せ
て
水
を
運
ぶ
姿

が
出
て
き
ま
す
。
企
画
展
『
土
佐
・
木
の
民

具
も
の
が
た
り
』
で
は
大
き
い
曲
物
が
展
示

さ
れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
普
通
、
曲
物
は

薄
く
割
っ
た
板
を
曲
げ
て
作
り
ま
す
が
、
ケ

ヤ
キ
の
樹
皮
を
剥
い
で
大
き
な
曲
物
を
作
る

技
術
が
、
よ
く
今
ま
で
残
っ
て
い
た
な
と
。

そ
の
工
程
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
い
い
記
録
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

刳
物
に
は
、
丸
木
船
や
水み

ず

槽お
け

、
挽ひ

き

物も
の

な
ど

が
あ
り
ま
す
。
挽
物
は
轆ろ

く

轤ろ

で
回
転
さ
せ
て

刃
物
で
削
り
、
椀
や
盆
を
作
り
ま
す
。
木き

地じ

屋や

が
惟こ

れ

喬た
か

親し
ん

王の
う

の
綸り

ん

旨じ

を
持
っ
て
山
を
移
動

し
な
が
ら
作
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

指
物
は
板
を
組
み
合
わ
せ
る
技
術
で
、
長

持
や
箪た

ん

笥す

な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

結
物
は
板
を
結
っ
て
ま
と
め
る
桶
の
類た

ぐ
い

で

す
。
オ
ケ
の
「
苧お

」
は
麻
の
仲
間
の
苧か

ら
む
し

で
、

そ
れ
を
入
れ
る
曲
物
が
「
け
」
で
、
オ
ケ
や

オ
ン
ケ
と
い
っ
た
の
が
語
源
の
よ
う
で
す
。

苧か
ら
む
し

の
繊
維
を
繋つ

な

い
で
１
本
の
糸
に
す
る
作
業

を
「
苧お

績う

み
」
と
い
い
ま
す
。
静
岡
県
沼
津

で
一
本
釣
り
漁
師
に
釣
り
糸
を
作
る
と
こ
ろ

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

編
物
は
、
樹
皮
や
薄
い
へ
ぎ
板
を
編
む
技

術
で
、
平
ら
に
も
立
体
的
に
も
な
り
、
バ
ッ

グ
も
作
れ
ま
す
。

◆
木こ

霊だ
ま

を
送
り
、
祀ま

つ

り
込
め
る

　

信
仰
面
か
ら
木
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
の
船
お
ろ
し
で
は
、
船
を
ひ
っ
く
り

返
す
「
山
の
神
お
ろ
し
」
を
み
ま
し
た
。
船

を
３
回
半
ま
わ
す
地
域
も
あ
り
、
三み

行く
だ
り

半は
ん

の
よ
う
に
、
木
を
統す

べ
る
山
の
神
に
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
で
木
や
物
を
運
ぶ
と
き
に
は
「
木き

遣や

り
」
を
歌
っ
て
力
を
合
わ
せ
ま
す
。
海
で
も

網
を
曳
く
と
き
な
ど
に
歌
い
、
あ
る
漁
師
は

木
遣
り
を
歌
っ
て
他ひ

人と

の
何
倍
も
給
料
を
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
木
遣
り
で
10
人

が
30
人
の
仕
事
を
す
る
と
。
木
遣
り
と
は
、

山
か
ら
里
へ
木
を
遣や

る
、
山
の
神
を
鎮
め
て

木
を
送
り
出
す
歌
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
船
に
は
船ふ

な

霊だ
ま

を
祀ま

つ

り
込
め

ま
す
。
船
大
工
が
帆
柱
を
立
て
る
ツ
ツ
柱
に

穴
を
彫
り
、
男
女
一
対
の
人
形
や
サ
イ
コ
ロ
、

五
穀
を
入
れ
て
封
を
し
ま
す
。

　

家
大
工
に
は
こ
ん
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
大
工
が
間
違
っ
て
柱
を
短
く
切
っ
て
し

ま
い
、
女
房
が
軒
と
柱
の
間
を
斗と

供き
ょ
う

（
組

物
）
で
補
う
方
法
を
教
え
、
む
し
ろ
立
派
な

建
物
が
で
き
た
と
い
う
話
で
す
。
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
、
大
工
は
露
見
し
な
い
よ
う
女

房
を
殺
し
ま
す
。
そ
れ
で
女
房
を
棟
上
げ
の

度
に
祀
り
、
祀
ら
な
い
と
鬼
門
の
方
か
ら
女

房
の
首
が
飛
ん
で
く
る
と
か
柱
が
歪ゆ

が

む
と
い

い
ま
す
。
こ
の
話
の
女
房
と
は
家
を
建
て
る

木
、
或あ

る

い
は
木こ

霊だ
ま

で
は
な
い
か
。
建
物
を
造

る
に
あ
た
っ
て
犠
牲
と
な
っ
た
木
霊
を
祀
る

と
い
う
お
話
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
棟
上
式
に
棟
上
雛
を
屋
根
裏

へ
入
れ
ま
す
。
棟
上
雛
や
船
霊
は
家
や
船
の

神
で
あ
り
、
そ
の
正
体
は
、
大
工
が
祀
り
込

め
た
木
霊
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
約
・
文
責　

中
村
）

講
演
会
か
ら
（
令
和
元
年
５
月
７
日
）  

 
「
木
の
民
具 

─
箸
に
も
棒
に
も
柱
に
も
か
か
る
話
─
」
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れきみんニュース

　

今
年
の
高
知
県
の
桜
の
開
花
は
平
年
並
み
の
３
月

22
日
。
い
つ
も
な
ら
１
週
間
か
ら
10
日
で
満
開
で
す
。

「
今
年
は
葉
桜
ま
つ
り
か
…
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ミ

ラ
ク
ル
な
こ
と
が
！
29
日
に
「
満
開
日
」
と
な
っ
た

あ
と
、
天
候
不
順
な
ど
で
足
踏
み
。
そ
し
て
「
岡
豊

山
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
は
、
文
字
通
り
の
満
開
の
桜

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
暖
か
い
を
通
り
越
し
て
、
暑
い
！

ア
イ
ス
を
買
い
求
め
る
列
が
伸
び
て
い
ま
し
た
。
２

日
間
の
来
場
者
は
９
，
５
０
０
人
。
た
く
さ
ん
の
ご

来
場
と
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
総
務
事
業
課
）

　

５
月
３
日
は
当
館
の
開
館
記
念
日「
れ
き
み
ん
の
日
」で
す
。今
年
も
盛
り
沢
山
な
メ
ニ
ュ
ー

や
入
館
無
料
で
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
10
日
間
の
大
型
連
休
や
晴
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年

の
人
数
を
上
回
る
８
０
９
名
が
入
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
「
れ
き
み
ん
ク
イ
ズ
の
陣
」
で
は
ご
参
加
の
先
着

３
０
０
名
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
今
回
初

の「
れ
き
み
ん
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」展
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

企
画
展
「
土
佐
・
木
の
民
具
も
の
が
た
り
」
の
公
開
実
演
「
土

佐
の
大
工
と
左
官
の
技
」
は
匠
の
技
に
感
嘆
し
き
り
。
大
工
さ

ん
と
一
緒
に
カ
ン
ナ
で
木
材
を
削
っ
た
り
、
左
官
さ
ん
と
漆
喰

を
塗
っ
た
り
、
木
の
グ
ッ
ズ
作
り
も
あ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
木
の
玉
プ
ー
ル
な

ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
を
集
め
、
に
ぎ
や
か
な
一
日
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
）

第
10
回
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り

（
「
土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
同
時
開
催
）

開
催
日
：
平
成
31
年
４
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

「
れ
き
み
ん
の
日
」

　
　
　

開
催
日
：
令
和
元
年
５
月
３
日
（
金
）

　

今
年
も
天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
。
当
日
は
昼
頃
か
ら
雲
行

き
が
怪
し
く
な
り
、
屋
外
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
幕
間
を

短
く
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
。
南
国
市
制
60
年
記
念
出
陣
式
で

は
南
国
市
長
の
発
声
に
合
わ
せ
意
気
も
揚
が
り
、

西
日
本
で
は
初
公
演
の
「
破
天
航
路
」
は
音

楽
も
殺
陣
も
踊
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
天
下
一
品
。

そ
れ
ら
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ

に
魅
了
さ
れ
た
人
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

記
念
演
武
「
戦
国beautiful

」
に
は
、
岡
豊
高

校
演
劇
部
が
出
演
。
今
年
も
県
内
外
か
ら
、
鉄

砲
隊
や
甲
冑
隊
の
援
軍
が
あ
り
ま
し
た
。
す
べ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
す
る
こ
ろ
、
パ
ラ
パ

ラ
と
雨
が
。
さ
く
ら
ま
つ
り
に
続
く
春
の
ミ
ラ

ク
ル
で
し
た
。（
総
務
事
業
課
）

  

　

こ
の
４
月
か
ら
野
本
亮
課
長
を
引
き
継
ぎ
、
学
芸
課
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

  

館
職
員
や
地
域
の
方
の
ほ
か
国
史
跡
・
岡
豊
城
跡
が
あ
る
岡
豊
山
の
満
開
の
桜
に
迎
え
ら
れ
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
包
ま
れ
た
中
で
息
つ
く
間
も
な
く
「
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り
」「
れ
き

み
ん
の
日
」「
長
宗
我
部
フ
ェ
ス
」
と
、
県
内
外
問
わ
ず
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
日
々
の
中
で
も
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
場
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
れ
き
み
ん
の
日
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
や
吸
江
寺
で
の
記
念
講
話
な
ど
で
は
、
駆

け
だ
し
の
よ
う
な
拙
い
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
強
く
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
包
ま
れ
た
こ
と
で
し
た
。

  
県
内
の
歴
史
・
考
古
・
民
俗
の
各
分
野
に
お
け
る
資
料
収
集
・
保
存
、
調
査
研
究
、
そ
し
て

長
宗
我
部
氏
ゆ
か
り
の
博
物
館
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
学

校
教
育
の
経
験
を
生
か
し
、歴
史
教
育
や
体
験
学
習
の
一
層
の
充
実
を
図
る
な
ど
、県
民
の
方
々

の
幅
広
い
学
習
活
動
の
場
と
し
て
教
育
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
・
展
示
を
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
10
回
長
宗
我
部
フ
ェ
ス

　
　
　

開
催
日
：
令
和
元
年
５
月
18
日
（
土
）

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ　
学
芸
課
長　

西
山 

浩
生
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2019年 ７月〜９月の催し

http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 

第
106
号

令
和
元
年
７
月
１
日

編
集
・
発
行　

(

公
財)

高
知
県
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783

−

0044　

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９

−

１

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８(

８
６
２)

２
２
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８(

８
６
２)

２
１
１
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
12
月
27
日
～
１
月
１
日　

　
　
　
　
　

臨
時
休
館
あ
り

観
覧
料　

〔
通
常
展
〕大
人(

18
才
以
上)

460
円

　
　
　
　
　

団
体 (

20
名
以
上)

360
円

　
　
　
　
　

〔
企
画
展
〕通
常
展
込
510
円

　
　
　
　
　

団
体(

20
名
以
上)

410
円

無
料
：
高
校
生
以
下
、高
知
県
及
び
高
知
市
長
寿
手

帳
所
持
者
、身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳

･

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳･

戦
傷
病
者

手
帳･

被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介

護
者(

１
名)

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

●ワクワクワーク
　「流行歌をレコードで聴こう」
　7月26日(金）11:00～12:00
　要予約、先着50名
●ワクワクワーク
　「民家体験！夏Version」
　8月24日(土）10:00～11:00
　要予約、先着20名
●ミュージアムトーク
　7月26日(金)･8月4日(日)･8月12日(月・祝）
　各14:00～14:30 予約不要・観覧券要 講師：担当学芸員

平成時代の終わりを機に、昭和から
平成に至る生活の変化を、くらしの
道具や流行した品々、懐かしい写真
などを通して振り返ります。

夏の企画展「昭和から平成へ」の会期中に開催。子どもから大人ま
で楽しめて、夏休みの宿題のヒントにもなる催しがいっぱい！懐か
しのボンネットバス乗車体験もあります。詳しくは、当館HPにて。

明治29年（1896）に誕生
し、以後高知県の郷土部
隊とされた旧陸軍歩兵第
44連隊に関係する資料を
一堂に公開します。
●講演会　9月29日(日）
　14:00～15:30
　講師：高知大学教授
　　　　小幡 尚氏
　要予約・観覧券要

企画展

7月19日(金）～9月16日(月・祝）会期中無休

7月26日(金)/ 8月4日(日)/ 8月12日(月・祝)/ 
8月24日(土）各日10:00～16:00  

8月1日(木）～10月14日(月・祝）

昭和から平成へ－くらしのうつりかわり－

れきみん！ サマーミュージアム
～プレイバック昭和と「なつのこども」～

陸軍歩兵第44連隊とその時代

毎週日曜日10時出発。Aコース（30～40分程度）、Ｂ
コース（60分程度）岡豊城跡を楽しみながら散策しま
す。要観覧券。
事前予約不要（荒天の場合、中止することもあります）

10月23日(水）土佐のまほろば探訪 
　　　　　　　  南へ～山下の土居巡りコース
　　　　　　　  土居4ヶ所などを巡ります。
参 加 費：500円、定員　20名
申込受付：8月1日(木）9時より

テーマ：岡豊山の春夏秋冬
 募集期間：７月２日(火)～10月14日(月・祝）
（作品展示予定)11月28日(木)～1月19日(日)

国史跡・岡豊城跡めぐり

土佐のまほろばウォーク

第14回
岡豊山フォトコンテスト

作品募集中

氷かき器
昭和50年代使用

乃木希典感状（松岡良一氏蔵　当館寄託）

10月4日(金)～12月1日(日)

コーナー展

予告

企画展開創700年記念

吸江寺

高校生以下は無料です。引率の先生方は利用届の
ご提出により観覧料が免除されます。
展示見学に加えて、映像の視聴、展示室を回りな
がら答えるクイズプリントもご用意できます。
勾玉作り・火おこし・甲冑体験・民家体験などの
体験学習をご希望の場合は、事前に当館学芸課へ
ご相談ください。（電話088-862-2211）

昨年、高知市の吸
ぎゅう

江
こう

寺
じ

は夢窓疎石による開創から
700年を迎えました。大切に守り伝えられてきた
数々の寺宝を寺の歴史とともに紹介します。

夢窓疎石像（部分）河田小龍筆　吸江寺所蔵

学校団体等の
ご利用について


